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初期評価プロファイル（SIAP） 
 

アミノエチルピペラジン 

 
物 質 名 ：Aminoethylpiperazine 

化 学 式 ：C6H15N3 

CAS No.：140-31-8 

 
SIARの概要 

 

ヒト健康 

トキシコキネティクス データは利用できない。ラットにおける急性の経口LD50値は＞1000mg/kgであり、

ウサギにおける経皮LD50(24hr)値は866mg/kgである。未希釈のアミノエチルピペラジン(AEP)はウサギの皮

膚に対して腐食性であり、眼に対して重篤な刺激性作用を引き起こし、結果として盲目をもたらす。10％溶

液は、ウサギ皮膚に中程度の刺激を生じ、そしてわずかであるが、ウサギの眼に可逆的な結膜炎を生じた。

AEPは、モルモットのマキシマイゼーション試験に陽性であった。そして構造的に類似している他のアルキ

ルアミンに感作される動物は、またAEPにも感作される可能性がある。  

 
28日間毒性試験で、ラットは100、500、1000mg/kg/日、6時間/日、5日/週にわたり経皮ばく露され、結果

として22回塗布された。最高投用量は、蒸留水中の25％AEPに相当した。処理に関連する刺激影響は雄の全

用量群と雌の二つの最高用量群で見られた；重篤性は用量に関連した。全身毒性の証拠は観察されなかった。

全身毒性のNOAELは1000mg/kg/日であった。 

 
試験物質は、細菌の点突然変異(Ames試験)と動物細胞(チャイニーズハムスターV79細胞によるCHO HPRT

試験)で陰性であった。L5178Yマウスリンパ球細胞の点突然変異、染色体異常、ヒトリンパ球の染色体異常は、

in vitroのラット肝細胞の不定期DNA合成(UDS)と同様に陰性であった。さらに、AEPは、マウス小核試験で陰

性であった。BALB/3T3細胞における形質転換での陽性結果は、試験物質の高いpHのためと考えられた。 

 
重篤な刺激性および腐食性特性、ならびに現在の用途に基づいて、生殖/発生毒性試験は不適当と考えられる。 

 
環境 

AEPは、融点が－17℃から－19℃、沸点が220℃から222℃の室温で液体である。蒸気圧は、0.051 hPa(20℃)

から0.075hPa(20℃)である。水溶解度は＞1000g/Lである。分配係数は(LogKow)は－1.48である。 

 

加水分解は、環境条件下(pH5から9)では生じないことが予期される。AEPは、推定のpKa1が4.4、pKa2
が8.6、pKa3が10.1である。AEPは、レベルⅢのフガシティーモデル(大気、水、土壌に等量の1000kg/hr放
出を想定)に基づいて主に水(71.4％)に分配し、より少ない程度に土壌(28.6％)に分配することが予期される。

利用できる試験はAEPが易生分解性ではなく、本質的な生分解性でもないことを示す。間接的な光分解によ

る半減期は0.6時間であると推定される。 
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魚(Leuciscus idus )に対するLC50(96hr)値は368mg/L、無脊椎動物(Daphnia magna)に対するEC50(48hr)

値は32ｍg/L、藻類(Pseudokirchnerella subcapitata)の生育速度ErC50(72hr)値は＞1000mg/Lであり、バイ

オマスEbC50(72hr)は495mg/Lであった。pH調節なしの試験はpH調節溶液での試験より、より高い毒性レベ

ルを示した。活性汚泥呼吸阻害のEC20(1hr)は1600mg/Lであった。 

 
ばく露 

米国と西ヨーロッパの全製造量は、20,000メートルトンと推定されている。AEPは閉鎖系で製造される。

その腐食性と保護具使用のために作業場でのばく露は非常に低いと予想される。アミノエチルピペラジンは

化学中間体として、そしていくつかの硬化エポキシ樹脂用途における硬化剤として用いられる。 

 
米国では、National Institute of Health Houshold Products Database は、自動車と家庭用の補修用途に用い

られる１つの製品を挙げている。両用途は、5－10％AEPを含む補修剤(硬化剤)である。消費者用製品は、エポキ

シ樹脂と硬化剤を等量含む小さな二つのチューブで売られている。補修剤は、エポキシ樹脂と硬化剤がお互いに

接触すると直ちに反応を開始する。典型的な硬化時間は5-15分の範囲である。スウェーデンでは、AEPは三つの

消費者製品中に見出され、全て補修剤である。製品には、＜5％、5－15％および15－25％のAEPを含むとそれぞ

れ記載されている。スイスの登録では、AEPを含む142製品の内10製品が消費者市場で売られている。10の消費

者製品の内の9つは、1－10％のAEPを含み；残りの製品は10－50％のAEPを含んでいた。スイス登録は、これら

の10製品の調査を求められた。10－50％AEP含有製品は既に市場にはなく、1製品は約10％のAEPを含んでおり、

残りの8製品は、1－4％のAEPを含んでいた。全ては補修剤用途であった。AEPおよびエポキシ硬化用途の化合

物は、硬化時間が短いと同様に、その刺激性のためにばく露は非常に低いと予想される。 

 
勧告と勧告の理論的根拠と追加作業の特徴 

ヒトの健康 

この化学物質はヒトの健康に有害な特性(急性の経口および経皮毒性、皮膚腐食性、皮膚感作性、結果的に

盲目になるウサギの眼への重篤な刺激性)を有する。担当国により提出されたデータ(全世界の製造に占める割

合は不明である、1国における製造に関連する、そしていくつかのOECD加盟諸国で報告された用途パターン

に関連する)に基づきヒトに対するばく露は低いと予想され、よって今のところ本化学物質は追加研究の優先

度は低い。諸国は担当国により提出されていない何らかのばく露シナリオも調査することを要望するかもし

れない 

環境 

この化学物質は、環境に対して有害な特性(水生無脊椎動物に対する急性毒性)を有する。担当国により提出

されたデータ(全世界の製造に占める割合は不明である、1国における製造に関連する、そしていくつかの

OECD加盟諸国で報告された用途パターンに関連する)に基づき環境へのばく露は低いと予測され、よって今

のところ本化学物質は追加研究の優先度は低い。諸国は担当国により提出されていない何らかのばく露シナ

リオも調査することを要望するかもしれない。 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 
本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 
本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 


	cover1: 
	wcover1: 
	cover2: 
	wcover2: 


